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学制期における労働教育の教則

普通学校労働教育史研究1

技術科教育研究室　永　　島　　利　　明

（昭和49年10月12日受理）

目的と方法　　　　　　　　　　　　　　　　学制における労働教育

現在，技術教育は中学校のみにおかれているだけで，　　　1872年（明治5）に発せられた「学事奨励に関する

小学校および高校にはない。また，家庭科教育は小学校　　被仰出書」は「入々自ら共身を立て其産を昌にして其生

では男女共学であるが，中学澄よび高校では男子は学習　　を遂るゆゑんのものは他なし身を脩め智を開き才芸を長

していない。このように技術教育や家庭科教育は小中高　　するによるなり而て其身を脩め智を開き才芸を長ずる

一貫した教育が行われていないのが，ひとつの特徴であ　　は学にあらざれば能はず是れ学校の設けあるゆゑん（後

る。これに対して，最近では，小中高一貫した技術教育　　略）」とのべている含）この「被仰出書」はおが国の学制期

や家庭科教育の教科を診く主張や構想がみられるように　　の教育の根本理念を示したものといってよいであろう。

なってきた。例えば，日教組の教育制度検討委員会の最　　すなわち，立身出世の本は学問にあることを強調してい

終報告は小中高を通じて，技術をおくよう提案している2　る。立身出世を教育の第一の目標とし，労働を二義的な

また，民間教育研究団体の産業教育研究連盟は，その研　　ものとしているのであるが，このことは学制の生産労働

究の柱として，「小・中・高校を通した技術教育の系統　　教育の無視につながっている。（補注1）

的な内容はどうあるべきか」をあげている乙）　　　　　　　学制期において普通教育を行ったのは，女児小学，尋

こうした構想や主張はそれ自体望ましいことである。　　常小学，中学の三種類がある。「女子小学ハ尋常小学教

しかし，過去の教科の歴史が十分研究されないで，この　　科ノ外二女子ノ手芸ヲ教フ」（学制二十六章）とあり，

構想が実現されるならば，同一の失敗を繰さすことにな　　この規定は「仏国学制」4）の「元来女児小学校ノ目的卜

りかねないであろう。例えば，かつて旧制中学校に作業　　スル所ハ，自ラ男子ノ学校ト異ナルヲ以テ，梢々別則ナ

科がおかれていたが，その検討なしに安易に高校に技術　　キヲ得ズ」，ドイツの「牽国・」孝校ノ定則」5）の「男子

教育をおくことが主張されているq　　　　　　　　　　二教フルハ体操ヲ以テシ女子ニハ手芸ヲ以テス」，同じ

この研究はうえの点を考慮して，普通教育を行う新制　　く牽国教育雑記の「女子教場二於テハ女子手芸」6）を参

澄よび旧制の小学校，中学校澄よび女学校で行われた技　　考にして作られた。

術教育や家庭科教育に関連した実践を堀起して，小中高　　　尋常小学には6才より9才までの児童の入学する下等

一貫した，技術教育の発展のために参考にするために行　　小学と，10才より13才までのものが入学する上等小

うものである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　学があった。下等小学の教科には14あった。綴字，習

対象とするのは，上記の諸学校の実業教育，家事裁縫　　字，単語，会話，読本，修身，書瞭，文法，算術，養生

教育，職業教育，産業教育，技術教育診よび家庭科教育　　法，地学大意，理学大異，体術，唱歌がこれである。上

である。今回は特に学制期の小学校教育を中心に行う。　　等小学の教科は下等・」岸の教科のほかに，史学大意，幾

また，この教科は，時代によって，いろいろな名称が用　　何学罫画大意，博物学大意，化学大意があった。この教

いられたが，これらの教育に共通しているのは，入間が　　科名は学制二十七章にあるものを列挙したものであるが，

なんらかの労働を行うことに関連しているので，労働教　　そのただし書に「其土地ノ形情二因テハ学科ヲ拡張スル

育とよぶ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　為メ左ノ四科ヲ掛酌シテ教ルコトアルベシ　ー外国語学ノ

一二　二記簿法　三画学　四天球学」とある。尋常小学
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の教科とじて，労働教育に関係しているものは，記簿法　　　こうした不満を解消するため，学制期に鉛いては，教

だけである。当時，わが国に紹介されている外国の学制　　則の改正がひんぱんに行われている。教則には，文部省
のなかで，記簿法のあるのは，「仏国学制」7）に加設教　　で定めたもの，師範学校が作ったもの，府県が管内に指　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　脚

科として，「記簿法，実用重学ノ大意，農学ノ大意，田　　示したもの，学校が採用したもの，という4種類があっ

家活計法」等がある。また，理事功程の1850年3月15　た。つぎに文部省の教則をみよう。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o冾ﾌフランスの教育憲法には「裏学，工芸学1などが加

設教科として掲載されている含）（補注2）　　　　　　　文部省の教則

中学は14才より16才までの生徒が在学する下等中　　　文部省の教則をよむと，奇妙な事実がある。1872年

学，17才より19才までの生徒の在学する上等中学の　　（明治5）9月に公布された小学教則は，学制にかかげ

二種類があった。下等中学の教科としては，国語学，数　　られた小学校の教科を基本としていたにもかかわらず，

学，習字．地学史学，外国語学，理学，画学，古言学，　記簿法についてなんらふれていない，のがそれである。

幾何学，記簿法，博物学，化学，修身学，測量学，奏学　　つづいて同年11月10日に文部省布達番外として出さ

の16科目があった。上等中学の教科としては，国語学，　れた小学教則概表には，上等小学の教科として，「洋法

数学，習字，外国語学，理学罫画，古言学，幾何代数　　算術，読本輪講，地理学論講，書臆，細字習字，書糟作

学，記簿法，化学，修身学，測量学，経済学，重学，動　　文良学輪議細字速写，罫画，幾何，博物，化学，生理」

植物質鉱山学の15科目があった。明治初期にわが国に　　がかかげられているが，この概表にも記簿法は掲載され

齢いて刊行されているヨーロッパの学校の労働教育教科　　ていな房ξ）なお，腰（とく）とは文字を書きつけた木の

をみると，オランダの平人学校がある孚この学校は三種　　ふだ，かきもの，手紙などを意味する。

類があるが，まず，2年制のものは，「平人学校ハ主ト　　　文部省は小学教則とともに，「中学教則略」を公布し

シテ職人農人トナルベキ者ヲ教ル為メニ設クル所ニシテ　　た。学制に規定した学科に若干の科目を加えて，これを

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．咊?g夜分トノ稽古アリ日中ノ稽古ハニケ年ノ課程トス」　各級に配当し島すなわち，上級中学と下級中学をおい

とある・技鰍育の教科として、「離蟻’難罪又製て・12級にわけ・1級は・ケ月の課程であった・授業

造学或農学二科ノー」，三年年課程の上等平人学校には　　時間を稽古時間といっていたが，一週間25～35時間

「帳面記録法ノ大意」，五年年の同学校には「重学ノ大　　であった曹っぎに，上等中学第6～5級の教則をみよう。

意蠕％及撒学製造学理学及其肝要ナル実用ノ部　一踊古言

化学及其肝要ナル実用ノ部　商法学及品物竪定並帳面記　　　二　習字　図画　記簿法

録法」がある。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　三　外国語

このように学制の教科では生産技術に関連するものが　　　四　幾何学

ないことは明らかである。記簿法はあったけれども，そ　　　五代数学

れも西洋式のもので，当時の社会からみれば，実用性の　　　六　窮理学

乏しいものであった。学制に定められた教科は読・書・　　七　化学

算の寺小屋で学んだ日本入にとってなじみのうすいもの　　　八　動物学

であった。「当今ノ学校ヲ熟視スルニ何レモ鷺々苦情ノ　　　九　測量

無キハ稀ナリ…・・鳴呼富豪ニハ資金ノ小言アリ教師二月　　　十　脩身学

給ノ小言アリウルサイ哉ウルサイ哉」という投書があっ　　十一経済学

た2この投書は学制に対して親たちが不満をもっていた　　　この例のように記簿法は第6級～第5級（17才）で

ことを示している。学制の教育内容は実際に行うことが　　学習するようになっていた。また第4級（18才前期）

できないものであったから，民衆はしばしば，これを洋　　には金石学（「鉱山学ト云ウ」という註がつけくわえら

学とよんで反対した。1873年（明治6）の敦賀県の騒　　れている）があった。第4級より第1級まで重学大意が

動において，民衆の側から提出された願意の一箇条には　　加わえられている。）

「学校に洋文を廃する事」があった。この洋文とは，学　　　さらに1873年（明治6）4月23日に文部省布達番

制の新教科のことなのであって，小学校において外国語　　外によって，中学教則略が改正された。これは1週間の

で授業をしたというわけではなかった。　　　　　　　　課業を4日とする結果，従来の規走では「稽古時間ハ大
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約一週日中二三十字乃至二十五字トス」とあったのを，

u稽古時間ハ大約一週四日中二二十四時乃至二二十時トス」

表1．外国教師教則略の労働教育関連教科目

　　　　　一9
ﾆ改められた。労働教育についてみれば，改正前には上

　　学級教科

上等2級 下等1級

等中学にしかなかったものを下等中学にもおいている。 図　画 2時間 1時間
下等中学第3～1級に「習字　図画　記簿法」がおかれ 測　量 2　〃 2　〃

ている。また上等中学第6～5級に「習字　罫画　記簿 重　学 2　〃 2　〃

法」が一つにまとめておかれている。このように記簿法

はほかの教科と合科されているのが当時の特徴のひとつ

である。まったく関係のない習字や図画と記簿法がなぜ　　ノ工芸技術及天文窮理医療法律経済等ノ事ニシテ，欧米
合科されたのか，その理由の解明は将来の研究にまたね　　諸州ノ我二長スルモノ幾百倍ナルヲ以テ，今我ガ努メテ　　　　　　　　　　　　　曜

ぱならないであろう。第4級に金石学がおかれ，重学大　　彼二取ラント欲スルモノハ則此ニアルノミ」，という文

意は第4級だけとなった。　　　　　　　　　　　　　　部卿大木喬任のことばはそのことを示しているぎ）そこで

これより先に1872年（明治5）8月17日の文部省　　外国の科学技術を習得するために，わが国独自の外国教

布達番外「諸府県管内二於テ外国教師ヲ以テ教授スル中　　師による中学を作ったのである。科学技術を導入するた

学及医学有之ハ別紙之通リ其学校工相達シ可申候，其上　　めには，外国語のわかる人材が必要であった。おもにそ

官金拝借願出候ハ・貧富之次第取調地方官之見込ヲモ相　　れは英語，ドイツ語，フランス語であったが，これを習

添当局へ可申出候也」14）とのべた別紙に，「外国教師二　　得して始めて，専問を学ぶことができたのであった。

テ教授スル中学教則」があって，公布された。これが頒　　　いままでみてきたものは，文部省が公布した学制澄よ

布された理由のひとつは，当時はまだ学問が進歩してい　　び教則類であったが，つぎに問題とすべき点は，つぎの

ず，日本語で書かれた適切な教科書がなく，外国語を学　　3つに要約できよう。

習する意欲の盛んな生徒が多かったので，外国語で中学　　　第一に，学制の上等小学に加設教科としてあげられて

の教科を教授する方が便利であったからである。ここで　　いる記簿法が小学教則にはどうしてないのか。

は小学校を卒業した年齢14才以上の者に英仏独のいず　　　第二に，中学教則略には記簿法があるのに，どうして

れかひとつを使用して，1ケ年2級の予科を履習させ島　　「外国教師ニテ教授スル中学教則」にはないのか。

さらに，上等下等6級3ケ年の課程があった。この中学　　　第三に，当時女子生徒の就学を向上させるために，府

校課程では外国語を使用したのであるが，その修了者の　　県では裁縫が重視されていたのに，学制には「女児小学

みが専門大学に入学できたのである。　　　　　　　　　ハ尋常小学教科ノ外二女子ノ手芸ヲ教フ」といるだけで，

この「外国教師ニテ教授スル中学教則」の労働教育関　　教則にはまったくふれていない。この理由は何かg

連教科をあげれば，予科にはなく，下等4級にあって，　　　第一の点についていえぱ，学制および小学教則の出さ

「算蘭翻四時」であった．上等・級には，つぎのよう　れた1872年（明治5）には，記簿法を轍る準備がで

なものがおかれていたぎ）　　　　　　　　　　　　　　きていなかったからである。この教科の教科書として用

測量大意二時　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いられたのは，1873年（明治6）出版の福沢諭吉著

重学大意二時　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「帳合之法」，1875年（明治8）出版の小林儀秀著

図学器械（略図ヲ書ク）一時　　　　　　　　　　　　「馬耳蘇氏記簿法」であった。この年代からわかるよう

これは1872年（明治5）10月2日に改正されたが，　に，教科書のできていない段階で学制や教則が作られた

一部をかえたのみであった。改正されたなかに，教則の　　のである。また，後述するように，師範学校でも記簿法

概表があった。そのうち，労働教育関連教科をあげれば，　は教えて誇らず，従って，教師がいなかった。労働教育

表1の通りである。ここで特徴としてあげられるのは，　　の場合，教員養成を無視して，実施される例がいくつか

中学教則略にあった記簿法がないことである。　　　　　みられる。例えば，1962年の技術科の発足は最近のも

なぜ，政府は「外国教師ニテ教授スル中学」を作ろう　　っとも典型的なものであるが，その源型はすでに記簿法

としたのだろうか。明治政府の首脳は欧米から摂取すべ　　教育にみられる。さらに，記簿法が必修教科ではなく，

きものは，科学技術のみである，という共通の認識をも　　加設教科であったことも，その理由のひとつである。わ

っていた。我国に「独リトボシキトコロノモノハ凡百般　　が国では普通教育が重視され，職業教育は傍系とされた

o
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が，普通教育の内部においても，職業教育を一般陶治と　　松原，金屋，津幡，森下，大聖寺，寺井，七尾，中島），

して認めなかった。当時フィンランドは小学校教育にお　　岐阜県1（金華），岡山県5（順従，拡智，研智，含章

いて　「手工，農業あるいは園芸的訓練を行っていた」　　明志），広島県6（亦興館，高朗館，玉映舎，筆脩館，

世界に論ける少数の国のひとつであったが，1858年か　　成美舎，止善館），小田県6（芳秀，有斐，芙容，東妹，

ら1866年の小学校法の制定まで8年の準備と周到な計　　聚芳，黄裳の各学校），愛媛県1（桂），佐賀県4（訓

画をしていた9）このこととわが国の学制における記簿法　　蒙，成美，武雄村，伊万里津），三潴県2（米繁，称平），

を比較するとき，その大きな差を感じざるをえない。　　　宮崎県13（高岡，川南，中村，妖肥，中野，郡木，七

第二の点についていえぱ，「外国教師ニテ教授スル中　　番，都城，三股，庄内，水流，高原，野尻），大分県2

学」は，大学をめざしていたということである。このこ　　（唐谷女学校，鶴谷），小倉県3（桜町京町新魚町），

とは，すでに，学制期において，中学を最終学校とする　　盤前県4（田町，中村，三春，棚倉）岩手県1（志家），

ものと，大学進学を志望する中学にわけられていたこと　　合計72校であった。同じく文部省筆二年報の私立小学

を示している。最終学校では労働教育を重視する傾向が　　校表によって，女子のみ在席した小学校を言周べてみると，

あった。一方，立身出世のための中学である外国人教師　　41校であった。合計はll3校であるが，1875年（明

の中学では普通教育を重視していた。このように進路に　　治7）の小学校数は公私あわせて20，017校であったと

よって教則の内容が変えられていたことは，複線型の学　　いうから，女児小学とみなすことのできる小学校はきわ

校制度の芽ばえを示しているといえよう。　　　　　　　めて稀であったといえよう乙o）（補注3）

つぎに，第三の点についてのべよう。学制は画期的な

新しさをもって，教育にのぞんだ塑文明とは，卓越した　　　師範学校および師範附属小学校の教則

小数者の知的水準ではなく，一国人民の知識の総量であ　　　1871年（明治4），廃藩置県によって創設された文

るから，女子も男子とまったく同じ教育を受けさせる必　　部省は，学制頒布の作業を進めながら，教員養成にも積

要がある，という信条がこの時期の教育の指導原理であ　　極的にのり出した摯）まず，第一に，学制の公布以前に早

った。女子教育は教育をうけるその本人の利益にとどま　　くも，1872年5月14日東京に官立師範学校を開いた。

らず次代の母親として，より大きな利益が期待される。　つづいて，1873年（明治6）8月には大阪・宮城に，

従って，少なくとも小学校までは，男女はまったく並行　　1874年（明治7）2月には愛知，広島，長崎，新潟に

して，同一の条件で同一の学習をさせなければならない。　官立師範学校が設立された。第二に，スコット等の外国

学制に澄ける尋常小学の教科をみると，まだ，教科とし　　人教師を雇って，西洋式の教員養成方法を採用した。第

て裁縫がないことは，そのことを示している。しかし，　　三に，教員志願の者には，公費を貸与し，徴兵を免除し，

江戸時代以来，女性を身分的に差別してきた歴史的事実　　人材を教育界に吸収しようとした。しかし，せっかく作

がある。そのことは「男女七才にして席を同じうせず」　　られた官立師範学校も，間もなく西南の役がおこり，経

ということばが示している。女子の無学や無才は，むし　　費節約の必要から，1877年（明治10）から翌年にか

ろ美徳であるという社会的通念は，いまだ強固なもので　　けて，東京以外の師範学校は廃止されてしまった。それ

あった。また，男女が性的機能を異にするという事実が　　以後，小学校教員養成は各府県が設立する師範学校にゆ

ある。女児小学の発想が生れた理由のひとつはそこにあ　　だねられることになるのである。

った。社会的背景が以上のようであったから，女児小学　　　府県教則に記簿法がのるようになるのは，おもに1876

は非常に少数であった。そのために，文部省段階では女　　年（明治9）頃からであるが，つぎに官立師範学校の教

児小学教則が作られなかったのであろう。　　　　　　　則にどのような労働教育の教科があるかをみよう§2）1875

ちなみに，1874年（明治7）に女子のみ在籍した公　　年（明治8）の東京師範学校の小学師範学科教則には2

立小学校を調べてみよう碧）それらの学校は女児小学，女　　年前期に記簿法単記が一週3時間教えられていた。同

学校という名称をもつものが多い。千葉県1（佐倉天神　　校の中学師範学科仮教則には3年後期に数学記簿法があ

町女児小学），足柄県1（弘文学舎），新治県1（香澄　　った。東京女子師範学校の教則には5年（2～1級）に

学校），筑摩県1（本町二丁目女学校），石川県15（美　　に単記がのせられていた。大阪師範学校では2年前期に

川，鶴来，松任，野々市，番匠垣内，粟ケ崎，覧坂辻，　　記簿法単記診よび商家必用が教えられていた。広島師範

，
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学校では教科書として馬耳蘇氏記簿法および帳合之法が用　　科となっていたわけである。1880年（明治13）にな

いられているが，学年配当於よび時間数は不明である。　　ると，記簿法は完全に姿を消している。そして新しく男

長崎師範学校では2年前期に帳合之法が用いられていた。　　子が幾何を学ぶときは，女子が裁縫を学ぶようになって

新潟師範学校では2年前期に単記が課されている。宮城　　いる。すなわち，「裁縫ハ幾何学ト同時二之ヲ授ケ男生

師範学校では上等小学科2年後期において1週9時間単　　徒幾何学ヲ学フノ時間ヲ以テ女生徒裁縫ヲ習フノ時間二

記を学習していた。　　　　　　　　　　　　　　　　充ツヘシ」とのべている㌍1880年の段階になると，は

このように官立師範学校は・」岸校教員養成のために作　　っきりと性別による学習内容を区別して，男女差別を明

られた2年制のものであったが，労働教育の教科として　　確にうちだしたこと，労働教育を軽視しはじめる傾向が

は記簿法が2年生に課されていたといえよう。このこと　　みられよう。また，長崎師範学校附属小学校においてに

は官立師範学校は，学制という枠のなかでのみ，教育を　　1875年（明治8），13歳で記簿法を教えていた紳後

行っていたことを示している。ただし，女子師範学校　　述するように，1876年以後は創定規則のように作文と

は5年制，1877年（明治10）7月東京師範学校中学　　合科しているものは，青森県のみであった。このことは

師範学科は3年6ケ月制，小学師範科は2年6ケ月制と　　府県も教則の作成能力をもちはじめ，単に師範学校の教

なった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　則を模倣するだけではなぐ実態に即した教則を編成し始め

各官立の師範学校には実験学校として付属・」岸校が作　　るようになっていく。1877年（明治10）の西南の役

られた。特に，東京師範学校の付属で作られた教則は，　　により，官立師範学校は東京於よび女子を除いては廃止

府県の教則に大きな影響をあたえた。特に，記簿法の場　　され，小学校教員の養成は府県師範学校に移行していく

合はどうであっただろうか。この問題を考察するため，　　が，当時の府県の師範学校の特徴をみよう言7）学制期にお

つぎに，1873年（明治6）に作られた上等小学教則を　　いては，各府県は庁下の師範学校のほかに簡易な伝習校

みよう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を設けていた。府県の師範学校は教則も生徒も少く，小
師範学校創定上等・1・学校規則23）　　　　　　　規模であった。女子の師範学校は，東京に官立一校があ

一上等小学ノ生徒ハ十歳ヨリ十三歳二終リ在学四ケ　　るほか，府県立は石川県（金沢），同富山支校，岡山に

年トス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　すぎず，師範に女子を入れているのは，東京，栃木，堺

一　上等小学ハ下等小学卒業ノ生徒ヲシテ之レヲ入ル　　県郡山校，秋田大平学校の数ヵ所にすぎなかった。この

＼ヲ法トス　　　　　　　　　　　　　　　　　　ように府県師範学校は創設期にあったので，教職員の陣

一　課程ノ階級及ヒ習業ノ時日ハ下等・1・学二同シ　　　　容は十分整っていなかった。また学生もきわめて多様で

一毎級卒業ノモノハ試験ヲ経テ昇給セシメ落第ノモ　　あった。滋賀県大津師範学校の当時の様子をみよう38）

ノハ尚其級二止ムルヲ法トス　　　　　　　　　　　　　生徒二組アリ　甲ヤ既ニハ十日ヲ経　乙ヤ又五十日

一　毎級輪講及ヒ暗気ノ課ハ其級二於テ学ヒタル書籍　　　ヲ了ス　若シ之ヲ混一シテ其ノ学力二循ヒ級ヲ定ムレ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　齢苧pフ依テ別二書名ヲ掲ケス　　　　　　　　　　　ハ　甲ニシテ下級二降サル・者ナキヲ得ス　下級二降

一　七級以上作文ノ課二於テハ問題二従テ公用文証書　　　テ猶数十日ノ修学ヲ為サ・ル得ス　之ヲシテ尚習学セ

及ヒ記簿法等ヲ分チ授クルヲ以テ文例ノ課ヲ掲ケ　　　シメンカ　学区費ト民情ヲ関スルヲ奈何ン　是二於テ

ス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授ノ方法ヲー変シ物理ノ科ヲ加へ勉テ生徒ノ進路ヲ

一　六級以上ノ読物ハ生徒ヲシテ来リテ自続セシムへ　　　開ク　此月中　本庁　横関昴蔵ノ幹事ヲ罷メ東上シテ

シ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記薄法ヲ学習セシム（補注6）

一　三級以上ハ習字ノ課ヲ置カス作文ノ課二由テ書法　　　これからみると，生徒の学力がひくい者がいたが，彼

ヲ論スヘシ（以下略）　　　　　　　　　　　　らを落第させてしまうことも，税金から学校の運営費を

当時の教科は現在のように分化されていず，合科され　　得ているので困難であり，教授法を変えざるをえなかっ

ていたものが多数あった。師範学校の上等小学創定規則　　た。記簿法もようやくこの年頃から師範学校にとりいれ

においても，記簿法は作文に合科されていた。また，　　ようとしていたことがわかる。小浜伝習学校は1875年

1877年（明治10）に改正された附属小学規則には，　　（明治8）7月に創立されたが，数学，史学，理学，文

上等小学の4～1級（13～14歳）において，「記簿　　　学，経済，生理，修身，図画，習字を教えた。更に9月

単記ノ部ヲ学フ」となっている乙4）このときは独立した教　　7日に教育論，地理学，博物学，化学，記簿法が加えら
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れた碧）この2つの例から，府県師範に記簿法が教科とし　　としていたが，修業年限は・」岸師範学科と同じく2年で

て加えられた年代を推定しうる。　　　　　　　　　　　あり，教科目は英語を加えたほかは，その程度を高めた

学制期には府県の中等学校はまだ整備されていなかっ　　だけであった。しかし，啓明学校の場合，中学教員養成

たので，師範学校の入学志願者は多かった。大津師範学　　を目的としていたけれども，農業専修コースがある点が

校では入学試験が行われたが，輿地誌略，物理階梯，日　　注目される。それは鍬という地方の実状に合せたものであっ

本史略等の読解は半分以上ができた。大津師範学校管外　　た。これがわが国の教員養成学校において最初に農業科

からきたものは3名がいたが，記簿法は知らなかったが　　を置いたものであったb東京師範学校の中等師範学科は

読書の力はあったという。入学老たちは教員を一時しの　　実際に生徒を仮入学させたのは，1876年（明治9）4

ぎの生活のかてにし，他日立身出世を夢みているものが　　月であったので，ほy同時に発足したといってよいであ

多数いたという。師範学校は中学校の役割を代行してい　　ろう。

たのである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1879年（明治12）の石川県議会には，神野良議員

学制後期になると，府県の公立師範学校は整備・拡充　　より「県立学校改革意見建議案」が，また河瀬貫一郎お

される誓）1872～72年（明治10～11）の教則改正に　　よび安田こう車議員より「学校廃改意見草案」がそれぞれ

ともなう伺とその認可を文部省雑誌でみると，記簿法が　　提出された94）建議案は教育費は地方税総額の6分の1を

ないのは，2年制以上の男子師範学校では大分のみであ　　しめていて巨額であるから，中学師範学校，小学師範学

った。また，2年制以上の女子師範学校では，千葉，青　　校於よび農業講習所を合併して，一校にして経費を原案

森，高知，鹿児島の各県だけであった。文部省雑誌には　　40，732円より15，500円節約するというものであった。

各府県すべての教則が出ているわけではないが，全国の　　学科は政体学をなくし，中学師範学科，小学師範学科，

傾向を知ることはできるぎ）　　　’　　　　　　　　　農学科，文学科，物理学科，化学科の6科を置き，また，

当時の府県師範学校は労働教育の教科としては，記簿　　上下等の予備科を作るとのべていた。農学科については

法しかないのが普通であったが，異色なものに石川県の　　「農学即生物学科タル動植物の系統種類ヨリ組織ノ性分

啓明学校があった。この学校の沿革はもともとは加賀藩　　等ヲ論究シ即利用厚生ノ道ヲ明カニシ以テ我国ノ農業変

の作った中学であったが，幾多の変遷をえて，1876年　　通ノ道二暗キノ欠失ヲ救援セシムルニ供スルナリ」との

（明治9）1月に中学教員養成を目的として作られたの　　べていた。この言葉は農業が動植物の生産であるという

であった。啓明学校はつぎの5部門をもっていたぎ）　　　本質をよくとらえている。

（第一門）普通全科ヲ修メント欲スルモノ上等全科　　　学校廃改意見草案は「中学師範学科ノ学科甚ダ衆多二

ヲ修メシム　（第二門）理化両学ヲ専修セント欲スル　　シテ又其要領ヲ得ス」と分析し，中小の師範学科は中小の教

者，物理学，化学，博物学，生理学，代数学，幾何学，　員を養成するだけであるから，これを廃止し，かわりに

修身学，外国語，作文ノ九科ヲ兼子修メシメ史学，政　　変則中学を作って，広く込材を養育しなければならない

体学，経済学，統計学，農学ノ五科ヲ欠ク　（第三門）　と説き四ケ条の提案をしている。

外国語ヲ専修セント欲スルモノ外国語，史学，物理学，　　第一条　中学以上必修身学科ヲ立ツ（後略）

化学，経済学，代数学，幾何学，修身学，生理学，作　　　第二条　学科ヲ減ズ

文ノ十科ヲ兼子修メシメ博物学，政体学，統計学，農　　　　今ノ中学師範学科二於テ化学電学生理学科等ノ科ヲ

学ノ四科ヲ欠ク　（第四門）政体学ヲ専修セントスル　　　立ツ　是レ無用ノ学卜云フニ非ラス　然レドモ各専門

老，政体学，史学，経済学，統計学，修身学，代数学，　　ノ学アリ　医学電信是ヲ主トス　中学人材ヲ造スニ於

幾何学，外国語，生理学，作文ノ十科ヲ兼子修メシメ，　　テ姑ク欠クモ可ナリ　且教員ナリ器械ナリ薬材ナリ経

物理学，化学，博物学，農学ノ四科ヲ欠ク　（第五門）　　費二害アリ心思ナリ時間ナリ生徒二損アリ　此等ノ科

農学ヲ専修セント欲スル者農学，博物学，物理学，化　　　痛ク節シテ減制スベシ　然ラバ則科目ノ存スル所如何

学，代数学，幾何学，修身学，生理学，外国語，作文　　　シテ可ナラン　日ク修身日ク歴史日ク文章日ク法律日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

m十科ヲ兼子修メシメ史学，政体学，統計学，経済学　　　ク英学日ク小学師範学以上へ種ヲ立テパ可ナ

ノ四科ヲ欠ク　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ラン

これより先に1875年（明治8）8月東京師範学校に　　第三条　生徒二彊ルニ科業イ数ヲ以テセス（後略）

中学師範学科が設置された讐）それは中学教員養成を目的　　　第四条　現今ノ四校併セテー校ト為ス（附属小学校ヲ
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廃ス）但女子師範学校ハ在来ノ如クシ且能登国二於テ　　学教則は地方の実情からかけはなれたものであったから，

一女子師範ヲ増置スヘシ　　　　　　　　　　　　　地方に即応した教則をつくるのに，相当苦心したものと

この案を実施すれば，経費を20，240円に減額できる　　思われる。このような事情はほかの府県においても同じ

というものであった。第2条では学科を減少させること　　であったと推測されるが，もうすこし茨城県の例を詳細

をねらいとしているが，設備・消耗品等，経費を必要と　　にみよう。

する教科をなくし，座学でできるものを重視している。　　　第1種は文部省の小学教則に準じて，綴字，習字，単

県議会という予算の決定権をもつ場でこのような発言が　　語読方，単語暗請，算術などと複雑な教科がそのまま羅

行われていたことは，労働教育の前途のけわしさを感じ　　列されている。労働教育についてみれば，下等小学四級

させる。第3条では，生徒に多くの教科を強制的にとら　　の単語読方に「農業往来地方往来等ノ書ヲ授ク　ー日一

せて，知育中心になってはならない。生徒の「心術ヲ正　　時」とあるのみである。四級は7歳の後半であるから，

シ入倫ヲ明ニシ礼俗ヲ美ニシ行儀ヲ勤マス」ことを学問　　労働教育としての効果は，ひくかったと考えられる。こ

の中心とすべきであるというものであった。知育よりも　　の第1種は新しい小学校の教育に対する教授の基準の一

徳育を中心とすべきであるというものであった。しかし，　般を示したものに過ぎなかった。やがて第2種登よび第

実際はこの両案はともに多額の教育費の節減のために出　　3種になると，農業往来は消えてなくなっている。

された。だが，当時の石川県は非常に教育熱心な議員が　　　第4種になると，上等小学（10～13歳）では，読

多く，支持者が少数なために，廃案となった。ほかの県　　物，作文，数学記簿，習字，罫画の5教科があって，教

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ρ，ﾅは議会で教育費の削減が行われていたが，石川県は異　　育課程表としての形式がととのっていた。この茨城県小

例であった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　学通則で注目されることは，男女によって教科目や教授

内容に差異をもうけているということである。女子は上
府県教則　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　等小学では中輿地誌略および労働に関する農業，漁猟，

先にのべたように，文部省は1872年（明治5）に小　　商業，職工等の教科を除き，倹約訓，教導説等を加え，

学教則および小学教則概表を，翌年1873年には小学教　　数学のうち級数，対数，幾何を除き，その代わりに裁縫

則の改正を示した。しかし，一般の小学校における教育　　科をおいて，毎日2時間授業するようにしている。その

の内容は依然として，読書，習字，算術の三基本教科に　　ほか修身，体操等，性別によって異なるよう「男女ヲ教

限られていた。つぎに，各府県の教則をみることにしよ　　授スルノ別」として次のような六ケ条を示している。

う。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　男女ヲ教授スルノ別37）

たとえば，学制期の茨城県においては，5種類の教則　　　第一条　女子ハ事理ヲ弁シ心思ヲ純正ニシー家ヲ斉へ

があったき5）第1種は第1次のものと思われるもので，1873　　　子女ヲ教育スルノ方向ヲ以テ教導スベク男子ノ才気

年（明治6）に制定された小学校設立規則のうちにある　　　　勃発有為ノ志ヲ養成スルノ目的卜小異アル可シ

教則であるQ第2種は第2次改正のものと思われる小学　　　第二条　男子ノ修身口授ニハ最モ義士仁人ノ事蹟ヲ演

教則であるが，教科その他に進歩の跡を示している。第　　　説シ女子ニハ務メテ貞婦烈女ノ志操ヲ称揚ス可シ

3種は第2次のものと，ほとんど内容が一致している。　　　第三条　男女校ヲ別ツヲ以テ至当トスレドモ力及サル

第2種，第3種ともに年代が不明であるが，後者は旧茨　　　　時ハ教揚ヲ異ニシ或ハ座位ヲ異ニス可シ

城県と旧新治県とが合併して作られた1875年（明治8）　　第四条裁縫ヲ教フルハ上等小学二於テ教フルヲ至当

頃につくられたものと推定される。第4種のものは，1876　　　トスレドモ若シ満十歳以上ニシテ下等学科ヲ修ムル

年（明治9）5月29日に出されたもので，旧茨城県新　　　　者ニハ教則ヲ斜酌シテ裁縫ヲ教フ可シ

治両県が合併して新たに茨城県が成立した後に出された　　　第五条女子ハ骨格軟弱ナルヲ以テ体操ヲ教フル男子

もので，教育課程表ともいうべき・」孝教則概表がつくら　　　　ト異ナル処アル可シ（補注4）

れ，相当整備されたものになっている。第5種は，1878　　第六条　女子・マチナキ袴ヲ着ケシムペシ但袴ヲ用ヰザ

年（明治11）6月改正のもので，第4種が実際に適合　　　　ルモ妨ゲナシ

しなかった面があったので改良したとのべているξ6）　　　第5種は普通初等教育の教科を大別して，読書，作文，

これをみると1878年の茨城県小学通則が出されるま　算術，習字，修身，摂生の6綱とし，小分して地理，歴

で，いくどか改正されたようである。文部省が出した小　　史，生理，修身，物理，化学，博物，経済，記簿法，算
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術文章画学，習字の13目とし，その大要を知らせ　　しているにすぎない。山梨県の教則には産業に関連した

ることを目的としていた。上等小学は1年6ケ月短縮し　　ものをとりいれて，読物を現実に役立つものにしようと

て，2年6ケ月としていた。授業時間は1日5時間であ　　したことがうかがわれる。

ったが，女子上等科は手芸を加えていたので，6時間と　　　一方，学制において加設教科としてあげられていた記

なっていた。女子の下等小学の教科は男子と同一であっ　　簿法があまりとりあげられていないことは注目に価する。

たが，上級になると，用書算術を省略して，手芸を加え　　その理由のひとつは教則の立案者が記簿法を知らなかっ

ていた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　たことによるものと思われる。また，滋賀県の大津師範

学制期においては，上述のように，ひとつの県をみて　　学校では1876年（明治9）に職員を「東上シテ記簿法

も，5回も教則が改正されている。倉沢剛は学制期を2　　ヲ学習セシ」めていたことからみると，各県の師範学校

分して前期と後期に分類している色8）前期は1872年（明　　においても，記簿法がそれ以前にできるものは，きわめ

治5）8月より1876年（明治9）12月までであり，　　て小数であったと推測される伊この年までに府県師範学校

後期は1877年（明治10）1月より1879年（明治12）　では記簿法のできる教師がほとんどおかれたのであろう。

9月までである。しかし，初等教育における商業教育お　　このように教師養成体制ができあがっていなかったら，

よび農業教育という観点からみると，1872年（明治5）　1875年（明治8）以前には，記簿法の教育は東京を除

8月から1875年（明治8）12月までを前期，1876　　いて，ほとんど行われていなかったのであろう。

年（明治9）1月より1879年9月までを後期とするの　　　また，1876年（明治9）に記簿法がとりあげられは

が妥当である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　じめたのは，下等・」岸の卒業生が出始めたことによる。

その理由は，前期においては，府県の教則は文部省の　　大阪ではこの年の9月にはじめて上等小学をつくったと

・1・学教則を参考にして作られたが，この教則が急いで作　　いわれるが，各府県にお6ても似たような状態があった乞2）

られた翻訳教則であったから，地方の実情に合わなかっ　　各府県で上等小学の教則が作られたのは，下等小学の卒

た。前期においてけ，画一年限，画一内容の府県小学校　　業生が進学しはじめたので，それに対応するためであっ

教則が全国一般に行われた言9）文部省の小学教則は読書，　　た。

習字，算術というこの国の伝統をのけて，外国の翻訳調　　　府県上等小学教則を分析してみると，労働教育にはふ

の教育課程であり，教科書も漢籍や往来物をすてて，米　　たつの傾向があることがわかる。上等小学3～1級（13

国直訳の小学読本を用いたので，国民はこれを喜ぱなか　　歳後期～14歳）のいずれかの各級に記簿がおかれてい

った。しかし，地方官はこれを政府の成法と説きさとし，　ること，農業・商業・工業等は読物のなかにおかれてい

つよく国民を引張って府県の教則をおしすすめた。修業　　ること，が教則に共通した点である。1876～1877年

年限8年制という府県の小学教則は，学制前期の基本体　　（明治9～10）に作られた府県教則で記簿法がどの学

制であった。けれども，現実に就学率は向上せず，また　　年に配当されていたか，ということについてみよう。

小学校の維持費を確保するために，教則を実情に適応さ　　　3級～1級にまたがって配当されている県　7（神奈

せざるをえなかった。その現実に対する対応策が商業教　　川，埼玉，千葉。和歌山，愛媛，兵庫，岩手）誓）

育および農業教育を上等小学にとりいれることであった。　　2級～1級に配当されている県　15（東京，茨城，

その傾向は1875年（明治8）から始まり1876～7年　　栃木，山梨，愛知，静岡，高知，新潟，山形，福島，大

（明治9～10）になるとはっきりしてくる。　　　　　　阪，秋田，青森，群馬，福岡）讐）

1875年（明治8）に商業教育や農業教育をとりいれ　　　1級のみに配当されている県　4（山口，長崎，長野，

た府県をみよう含o）東京府は上等2～1級（13歳）に「幾　　京都）誓）

何記簿法」をとりいれている。千葉県では下等4級（7　　学制期においては，現在のように教科が明確な形をと

歳後期）に，「地方往来農業往来世界往来等ヲ用テ行書　　ってはおらず，合科している場合があった。単式簿記は

ヲ授」けて，習字を教えていた。山梨県では上等2級　　家計簿と同じであるから，数学と合科されているほうが’

（13歳前期）において，「級数幾何記簿法」を，1級　　むしろ合理的である。現在，単式簿記が中学校において

（13歳後期）の読物の一部に「織工篇農学漁猟篇商業　　は教えられていない理由は，加減の計算が出来るならば

篇」を加えていた。1875年（明治8）には以上の3県　　簡単に記帳できるので，あえて教科とする必要がないか

が農商業教育に関連していたものを，文部省年報で報告　　らである。また，かつて中学の商業で教えられていた小
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切手が現在では社会科で撚られているのも，類似した　ミスの針媚喩嚇ど教えられて儲になっていたが・

例である．府県教則に紳て記離鰍科としてどのよ　大部分が殆んど不可靴教員の説明からして頗るウ
@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロンであった」讐）（補注5）うに扱われていたかをみると，

記簿法単独で教科が形成されている県・・（棘，　と・回顧している・従来の寺小屋裾学灘なかった

埼玉瀞岡滴知漸潟，鶴，編汰阪浜庫，福　鰍科はいずれも瀕が轍る程邸していなかった・

数学醗教科と合科している県・4（神奈lll，千葉することは困難であった・当時はまだ講といっても・

獄栃木，山梨，蜘汕・，愛媛，山形，秋田，長資本蟻企業の縦期であり・企業そのものが近代的な

崎，長野，岩手涼都）　　　　　　　株式会社組駄なっているものは少数であった・従って

作文と合科している県1（青森）　　　　児童がこれを解できないといっても・当然であった・

画学と舗している県・（緻山）　　　記離の教育は誰れにも理解しうる単記に限られて欧

和歌山の例では画学と合科しているが，その理由は不　のは・そのためであった・

明である．作文と合科している青森の場合は凍京師範　石川県第9学区の教育担当顛野村彦四良βの起軋た

学校附属轍則畔拠したものである詐等・」轍貝1」は　「講習鵬会例」で扱われている講潔は・樋帳と

�国ｮ，」轍教則を参考にして作られた例が多いがゆ入払帳が出ている号）囎の記入例は「（前略）甲乙両生

記離と倣を舗することの不合理に気づいた県では徒二向・齢有離干ナルニ本日金沢へ行緒刊ニテ

単独あるい騰学関翻科と合科させた．・8，75年（明綴石・売リ欺金・受聴干円ニテ紬幾段ヲ買ヒ粁

治、）の千葉県上等，」報則は師範学校倉u赴等樽規鋳テ獄纏・買・若繊ニテ騨ヲ買ヒ紆銭ニテ

則の「徽以上作文・課二於テー問題二従テ公用文証券蠣纏・買一リ此入払・記セヨト云フ伽シ」という

及。講等ヲ授クルヲ以テ文例・課・掲ケス」に，講に　ものであった・野村はこの・うな講について「樋帳

法，文例の謙目という2字を加えただけのものを掲載等・達者二記シ以潮タノ出納ヲ詳ニシ及ビ醐秋灘

ｵている誓）しかレ翌年になると，上にあげたように，クー商売工作ノ事業堪一嫁経理ノー分ヲ担ヒ賠通

数学姶科させるように繭している．言己雛につい・談二通域・・四方一働父兄ノ便ヲナスノ実行アルモ

ては師範学校の創定規則は各府県から参都されて瞳　ノー徒二連語・修・四則算ヲ学ビ楷行轄ヲ習ヒタルモ

かったこと勧かる曾　　　　　　　　・ト其実益果シテ如何ゾヤ恐クハ同等ノ地位ヲ保ツヨリ

㈱，石川汲阜三重滋賀，広島，岡山島根，　一層勝ルモノアランカ教師タ・レモノ宜拷フベシ」との

宮城の各県は講法が教則の上でどう扱われていたか，　べている・このよう娯利性を強調し鮒ればならない

不明である。鹿児島，熊本汰分も同様であるが洒南　のは，教則緬一釣であるという批判略えるためであ

戦争の影響をうけていたので，教育実態が把握しにくい　　ろう。

面がある．これらの県の教則には，1876年（明治・）　鯨日噺聞は教育の画一性を批判して・「教育墳

の堺肚等．」轍則のように，講法力・配当されて瞬　鵬卑ノ差別ナク可及的同一ノ方法咽リタ緒ナレド

いものもあったであろう誓）これらの醐は今後の課題で　モ熱然ル能一サルー人・能ク知ル所ナリ然ルヲ方今鋼

ではこのよう轍則のもとでどのよう祓業が展開さ民・子女双将来学者トナル者モ定期ノ学業ヲ修ムル能

れたのであろうか。1874年（明治・）練京の育英・」・一サルモ・モ皆同一ノ課程・修・サ・・ヲ得ス（中略）今

学校に入学した内田魯庵は，　　　　　　峨国二於テー髄ノ地一住スル小民ヲシテ大都会ニア

「小学校時代私が一翻らせられ姻目購記と経済　ル王候貴人ノ入ルヘキ・」・学胴一ノ教則ヲ履マシメント

であった．顛はマダ民間は勿論官庁でも洋式記帳を　スル如シ」5勾と比喩した・こ備説は当時の世説代表

用ひなかった．大蔵省棚人を聰して簿記を糖せししていた．こうし臆見に翫るために・1876年（明

めたのは夫れから＿二年後であったのを・」雌鷹し治9）より作ら練上等小学教則には読物のなか膿

たのだから教員から区熟アヤフヤであった．私達は何業江業・漁業鳳び織物業等の翻が加えられている

の事だ癩らず空・叙・に終った。締学は牧山耕平　もの働った・（山梨県のみ18・・年の作成である）・

といふ人の翻訳書を教科書として蝋られアダム・ス　先にあげた26鱒の府勝則のうち・つぎの9府県
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がそれである。東京（男子百科全書商業編，女子小児養　　　文部省教則，師範学校教則および府県教則は民衆の教

育談緩び家事経理法）・f甲奈川（男子農学商業漁猟篇ノ　育要救合致したものではなく，画一的で上意下達の色

中一部，女子織工篇），千葉（男子農業書漁猟書ノ中ノ　　彩が濃かった。しかし学制後期になると，民衆の教育要

部好家事倹約訓全部）謙城（農業三事漁猟篇商　求を教則のな旅と蜘れざるを舷かった．上等小学

業篇職工篇ノ中適宜二部・授ク）・山梨（織工骸学　の教科として記離とともに読物のなか熔業商業，

漁猟篇商業篇ノ内ニテー部ヲ授ク），静岡（農商学），　　漁業等の教材をとりいれる府県教則が9県もあることが

愛媛（地方ノ便ニヨ1儂業三事漁猟篇商業篇職工篇ノ中壱　それを示している。

部ヲ授クヘシ），山形（農業三事漁猟篇商業篇職工篇ノ　　　教育をわが国の実情に適合させるために，やがて1879

中適宜二一部ヲ授クヘシ），群馬（輪読　百科全書ノ内　　年（明治12）9月に教育令が布告されるが，これらが

　　　　　　　　’､業篇及膿業篇）がこれである・鯛されている教科　教育令の教科のひとつである読書にうけつがれていく。

書のうちは・きりしているものは・津田仙著膿業尊　これらの実践は1886年（明治19）の蝉校令の高等

と文部省訳の百科全書である。津田は1873年（明治6）　小学校の教科として「土地ノ情況二因テハ英語農業手工

にウィ「ン万国博に派遣されたとき，ダニエル・ボーイ　　商業ノー科若クハニ科ヲ加フルコトヲ得」につながって

ブレンクに師事して農学を学んだが，農業三事とはホー　　いく。従来の概説書は技術教育は小学校令より始まった

イブレンクの発明した三つの新技術をさしている怨）餓，としているものが多いが，この説はそれ以前の実践を見

百科全書集はイギリス人ウィリァム・チャンプル齢よびロ　　落しているといえよう。

ベルト・チャンプルの選著である「インフォーメーション

フォア・ザ・ピープル（Information　for　the　Peo一　　　　　　　引用文献および注

ple）を1874年（明治7）頃より文部省が翻訳したも　　　1）教育評論　1974年5・6月合併号　75～79頁。

のであった。翻訳のでるごとに遂次刊されてきた。各篇　　　2）技術教育　1974年6月号　62頁。

は1～2冊であった。学制期の終る1879年（明治12）　　3）教育史編さん会編明治以降教育制度発達史（以後発達

9月まで52篇67冊が出版された警）これが各地で教科書　　　　史と略称）第1巻　1939年277頁

として利用された5ぎ）上記の教則に単に商業編，農業編等　　　4）佐沢太郎仏厨学制　1884年（明治6）。（吉野作

と書かれているのはこの一部であろう。　　　　　　　造編明治文化全集＋八巻第二版鞘篇1967年
16頁所収）。

5）田中不二麿　理事功程　1B84年（明治6）　627頁

結　　論　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（醐ll書店復刻版　1974年　34頁）。

6）5の685頁（臨川書店版　344頁）。
学制期に鮒る普通学校の労働教育は，法規の上から　，）、の71－72頁．

みると・記離が上等瞠校の加設教科や中学の教則に　・）・の214頁（臨川書店版115頁）。

あっただけである。しかし・当時は近代的な資本主義的　　　9）内田正雄訳　和蘭学制巻一　1870年（明治2）開成

企業はまだ多くはなかった。証券取引所がはじめて開設　　　　　学校版　4～6丁。

されたのは，1879年（明治11）であった。この点か　　　10）3～9は尾形裕康学制実施経緯の研究（1963年

らみても，普通学校で記簿法の教育を行う社会的条件は　　　　　111－120頁）も参考にした。

熟していなかった。内容的にみれば，小学校で行われた　　　11）石戸谷哲夫　日本教員史研究　1958年　22頁。羅々

記簿法教育は単記法であり，数学関連教科で行うのが妥　　　　　（けいけい）はやかましいという意味である。

当であ』た。教科書として用いられたのは，小林儀秀訳　　　12）文部省学制百年史資料篇　1972年　80頁・

の馬耳蘇氏講法と福沢諭吉訳の帳合之法であったが，　13）発達顛1巻487－496瓦

訳者の福沢です堺）わからない点があると公開している　’4）倉沢剛学制の研究1973年726瓦
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　15）発達史第1巻　542頁。ほどであったから，当時の教師がこれについて十分な理　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　16）　13の730－732頁。
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補　注

印刷法がTPO法に変更になったので，注を補足する。　　　　　諸橋てつ次著「大漢和辞典」（大修館）を参考にした。

1　被仰出書の仮名は省略した。昌はさかんとよむ。

2．重学の原文にはメカニックと仮名がっいている。コトは旧字。　　　　4．マチの原文は漢字である。コロモヘソに富とかく。

3．庸の原文は古文字であるので同意同意の異文字を用い　　　　　5．書喩咄の原文にはたとえばなしという仮名がある。

た。筆および唐は新文字を用いた・変更にあたっては　　　　6．力は興に与とかく。かんの原文はサンズイに幹と

かく。
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The　Curriculum　in　the　Educational　Syste皿epoch

一History　of　Labor　Education　in　General　Schoo1一

Tosiaki　Nagasima

Abstract

The　curriculum　of　the　Education　Ministry　in　higher　elementary　school　in　1872　had　book－keep・

ing　as　an　elective　subject　in　some　community．　But，　few　pupils　from　13　and　six　months　to　14

ソears　old　learned　it，　so　there　were　a　few　mordern　enterprises　in　Japan．　As　they　dis1量ked

making　girl　study，　few　women　learned　sewing　in　lower　elementary　school　and　there　were　113

girl　scho61s　which　educated　it　among　20，017　in　1874．　The　curriculum　of　Education　Minist・

ry　and　the　Tokyo　Nomal　School　were　not　suitable　to　the　condition　in　Japan．　9prefectures　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　墜

among　26　made　curriculum　contain　agriculture，　commerce，　fishing，　weaver　alld　workman　in艶一

quired　subject　called　reading　after　1876．

The　brief　curriculum　of　the　Education　Ministry　in　junior　secondrary　school　of　six－year　sys・

tem　had　book・keeping，　too．　This　subject’combined　drawing　and　penmanship．　It　was　learnt

by　seventeen　years　old　boy．　Pupil　did’t　learn量t　in　the　secondary　school　by　foreign　teacher．

This　school　established　to　instruct　in　English，　German　and　French　in　1872．　Graduates　of　this

school　exp㏄ted　that　they　majored　chiefly　in　science，　technology　and　slightly　astr6nomy，　phy・

sics，　medical　treatment，　law　an4　economics　to　intoduce　advanced　study　in　foreign　countries

into　Japan・This　school　abolished　in　1878，　so　there　were　step　by　step　many　graduates　and

translated　books」nto　Japanese．

There　were　two　kind　of　text　book　in　book－keeping　for　pupil．　Balance　Accounts　Book

（Japanese，　Tyoainoho）was　wr量tten　by　Ukiti　Hukuzawa　in　1873．　He　translated　Bryant　and

Stratton’s　Common　School　Book・keeping　into　Japanese．　Mr．　Marsh，s　Bookkeeping　was　wri一

tten　by　Gishu　Kobayasi　in　1875．　He　translated　C．C．Marsh’s　Couse　of　Practise　in　Single　En・

try　Book．keeping　and　Science　of　Double　Entry　Book－keeping　into　Japanese．　Information　for

the　People　edited　by　William　Chamble　and　other　was　translated　by　Educa重ion　Ministry　and

called覗Encyclopedia”．　Chapters　of　agriculture，　commerce，丘shing，　weaver　and　workman　of

this　book　were　used　as　text　book　for　reading二

Japanese　pedagogists　often「 唐≠凵@that　technical　education　began　in　1886，　so　Imperal　edict　of

elementary　school　had　provision　of　handicraft．　Author　concludes　that　their　view　is　wrong．

@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．．

@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
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